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「人の心に貯金する（人のためにやることは、必ず己のためになる）」だれかの手助けとなる無形の資産を増やし、どんな

時でも、おもてなしの心で微笑むことができるような生き方をしていきたい。

至誠・致知・鍛錬

「双葉中学校卒業証書授与式」
３／１２（火）に、下笹 俊彦 建設産業部長様、柳本 博美

教育委員様をはじめ、多数のご来賓と保護者の皆様にご出席いた
だき、「平成三十年度双葉中学校卒業証書授与式」を挙行しました。
卒業生のみなさんには、以下の話をさせていただきました。

○ 人生で最初の大きな「節目」の日を迎えるにあたって、た
くさんの方々の愛情と支えがあったことに感謝し、「ありがと
う」の気持ちを伝えること。

○ その恩に報いるために、人生を切り拓いていく立派な大人
となること。

○ 春になると華やかな花を咲かせる桜も、厳しい冬の寒さを
堪え忍んで、はじめて美しい花を咲かせるように、人間の値
打ちも、楽しいときや嬉しいときよりも、むしろ苦しいとき
や辛いときのふんばりにこそ、その真価が表れること。

○ つらいときは、支えてくれている人を思い出し、仲間と助け合うこと。そして、人としての根をしっ
かりはること。

○ やさしいまなざし、あたたかい言葉、素敵な笑顔で、人生に喜びの種をまき、喜びの花をいっぱい咲
かせていくこと。

○ この双葉中学校は、みなさんの「母校」なので、困ったとき、苦しいとき、辛いとき、悲しいときは、
いつでも帰ってくること。

卒業生のみなさんの前途に、幸多からんことを祈念しています。

「小学校卒業証書授与式」

３／２０（水）に、双葉東小学校、双葉西小学校で「平成３０年度卒業証書
授与式」が挙行されました。小学校の最高学年として成長してきた姿をうかが
うことができました。落ちついたしっかりとした態度から、双葉中学校での活
躍が大いに期待されます。
この子どもたちの成長を、小学校から中学校へとつなげ、さらにパワーアッ

プしていけるように小中学校教職員が連携し、双葉地区の将来を担う大人とし
て活躍できるように、地域と共に支援していきたいと思います

「生徒集会」

３／４（月）に、新生徒会が主催する生徒集会として、１年生と２年生によ
る合唱交歓会が開催されました。
忙しい学期末を迎える中で、うまく時間を活用しながら合唱練習を行い、素

晴らしい合唱に仕上げることができたと思います。それぞれの学年の思いを聞
き手に対して伝えることができたのではないかと思います。
いよいよ、あと数週間の中で、１つ学年が上がった先輩として、りりしい姿

で、新年度をスタートしてほしいと思います。

「ＳＳＣ（スクールサポートカウンセラー）常駐」

３月より、ＳＳＣ（スクールサポートカウンセラー）、長田さん、前島
さん、小林さん、佐々木さんの４名が市教育委員会より派遣され、本校に
交代で常駐することとなりました。
生徒の見守り、生徒指導への支援が主な業務となります。校内巡回や校

外巡回等を行いながら、生徒の安心・安全な学校生活をサポートしていた
だきます。
警察勤務の経験を生かしながら、本校の生徒のために尽力していただけ

ると思います。



「チーム双葉中」
教職員４０名 生徒４５０名 保護者４０７名が

「チーム双葉中」として取り組んでいます。

学校住所：〒400-0106 甲斐市岩森1337

電 話：0551-28-2019 FAX：0551-28-5689

ホームページ http://www.city-kai.ed.jp/fchu/ も併せてご覧ください。

「新たな年度を迎えるにあたって」
～至誠息むこと無し（しせいやむことなし）～ 鎌倉「円覚寺」

「至誠息むこと無し（まごころをつらぬくこと）」
というのは、至誠をもってつらぬけば、どんな人で
も、どんな事でも、必ず目に見える成果が現れると
言われています。
いよいよ春のきざしを感じるようになってきまし

た。春の光をいっぱい浴びながら新芽を出すがごと
く、希望に満ちて、やる気がわき、新しいことに挑
戦する時期となりました。
日本の豊かな四季の営みに歩調を合わせながら、

至誠をつらぬくことで、そのまごころが、人を動か
し、双葉中の新たな出発点となることを期待したい
と思います。

表彰等

山梨県陸上競技会 優秀選手 ３年
功績賞 ３年

教育祭書き初め大会支部入選 ２年
１年

「修了式」
３／２５（月）の本日、修了式を行いました。
部活の県大会で良い成績（サッカー・陸上・ｿﾌﾄﾃﾆｽ女子）だったこ

とと、会話のキャッチボールについて、以下のことを生徒に話をしま
した。
○ 会話の言葉以外に、心の言葉がある。それを聞こうとする
人となってほしいこと。

○ 失敗したら、嘘をつかない。いいわけを考えるから、おか
しくなる。正直に素直にあやまること。

○ やだやだと言葉を発するよりも、面白いと思って、楽しい
言葉を発して暮らす方が、自分もみんなも幸せに思えること。

○ 「お先にどうぞ」「ありがとうございます」見知らぬ人との
出来事でも、心が豊かになること。

４／４（木）には、双葉中学校の新たなスタートが始まります。友人として、先輩として、心のキャ
ッチボールができる会話をしてほしいと思います。生徒の活躍を期待したいと思います。

「３年生塩崎駅前植樹式」
３／７（木）に、塩崎駅北口ロータリーにおいて、「やくそくの桜」

の植樹式が行われました。甲斐市長 保坂 武 様ご列席のもと、
本校からも、３年生１５１名を招待していただきました。３年生か
らも、お礼として、学年合唱を披露させていただきました。
６年もの長い間、子どもたちとの約束を忘れずに果たしてくれた

ことは、「信頼」という大きな財産を授けてくれたと思います。
これから先、この塩崎駅前の「やくそくの桜」を見上げるたびに、

生徒たちの心には、この桜に秘められた物語が思い起こされ、次の
世代へと語り継がれ、信頼の大切さが受け継がれていくこととなる
と思います。
将来の双葉地区にとっては、素晴らしい財産となることでしょう。


